
千円 千円 千円

必要性（町民のニーズに変化があるか。事業を行う必要性があるか。）

□ 増加 ■ 横ばい □ 減少 □ かなり減少

有効性（施策や運営方針等目的の実現に寄与しているか。）

■ 十分寄与する □ 概ね寄与する □ □ できていない

経済・効率性（事務効率化、コスト縮減しているか。）

■ 十分できている □ できている □ □ できていない

目標達成度（計画通りに目標を達成できたか。）

■ 十分できている □ できている □ □ できていない

■ さらに重点化する □ 現状のまま継続する □ 見直しのうえ継続する

□ 事業の縮小を検討する □ 休止、廃止を検討する

60歳以上の町民

平成24年度決算

事業の目的
心身ともに元気で生きがいをもって暮らすために、楽しく仲間づくりができる学習や
交流の場の提供。

事業の内容

平成25年度予算平成23年度決算

美郷いきいき大学の開催

あまりできていない

実績・成果等
（数値）

178
事　業　費

年度・区分

あまり寄与していない

金　　　額 136 117

平成２４年度
事業評価シート事業評価シート事業評価シート事業評価シート

事務事業名 高齢者教育事業 担当課名 生涯学習課

あまりできていない

内部評価 Ｂ 優れた取組がいくつかあり、成果が上がっている

4322

事業の対象

総合計画の
主要施策名

生涯学習講座の充実

事業の効果等

継続して学習している高齢者が増えている。同じような内容にならないように考慮した。いき
いき大学で年間通して７回中（主催講座６、連携講座１）５回以上出席した方には「修了証」
を授与しており、６３名の方が該当した。また、学習意欲を高めるため、２０単位以上取得し
た方には「学士」、３０単位以上取得した方には「修士」の称号を授与しているが、平成２４年
度の学士取得者は１６名、修士取得者は１１人であった。５０単位以上の博士は誕生してい
ないが、平成２５年度に５０単位以上取得者が出る見込みである。

事業コード

判定説明
及び考察

学習や交流の中から生きがいを発見できるような参加型の定期講座を、毎年違ったメ
ニューで開催している。継続した受講が見込まれており、生きがいづくりに貢献してい
る。

事業の
方向性

外部評価 Ａ 評価委員意見
平成２５年度も様々な企画に期待したい。参
加者も多いので、評価を上位に変更する。

平成２４年度開催　　　７回　　参加者延べ　５４３名

事
業
の
評
価

美郷町教育委員会
３７


